


本資料の内容 

本資料は以下の内容について記載しています。 
 
【まずは統計の入口知識】 
• そもそも・・・統計とは？！ 
 
【時々見聞きするものの意味】 
• 統計表の見方１（統計表の各名称）、統計表の見方２（統計表の中の各種記号）、

統計表の見方３（CYとFY） 
• 公表される単位：月次と四半期と年平均 
• 市場予測のコンセンサス 
 
【計算や図表に関すること】 
• 移動平均 
• 前月比／前期比／前年比 （ぜんげつひ／ぜんきひ／ぜんねんひ） 
• 寄与度／寄与率 （きよど／きよりつ） 
• 季節調整 
• 在庫循環図 
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①前月比の計算 

前月比／前期比／前年比 （ぜんげつひ／ぜんきひ／ぜんねんひ） 

■ 今の値を、①先月と比べたらどうなのか？ 
          ②直前の四半期と比べたらどうなのか？  
          ③昨年の今頃と比べたらどうなのか？ を見るために計算します。 
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②前期比の計算 

③前年比の計算 

前月比= （今月の値−前月の値）
前月の値

 

前期比= （今期の値−前期の値）
前期の値

 

前年比= （今年の値−前年の値）
前年の値

 

今月の状況を先月と比較する
場合は季節的な要因（例：クリ
スマス、入学・入社等）を取り
除いた「季節調整済」の値と
比較することになります。 
前期比も季節調整済の値で
比較します。前年との比較に
ついては、原数値（あるいは
原指数）との比較を行いま
す。 

※補足 

資料：経済産業省「第３次産業活動指数」HPより抜粋。 

例 



寄与度の計算 

寄与度／寄与率 （きよど／きよりつ） 

■ 寄与度と寄与率とは次のような考え方です。 
○寄与度：寄与度はあるデータを構成する項目の増減が、全体をどのくらい押し上げた
り、押し下げたりしているかを表すもの。 
○寄与率：寄与率は寄与度を構成比で見た指標であり、全体における変化（増減）を100
とした場合の各構成する項目の変化（増減）を百分率（％）で表したもの。 
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寄与率の計算 

寄与度= （今回の各構成要素−前回の各構成要素）
前回の全体の値

×100 

寄与率= （今回の各構成要素−前回の各構成要素）
（今回の全体の数字−前回の全体の数字）

×100 






